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          【2月行事予定表】 令和 7 年度/下校時間 19 時 
※SB（スクールバス）欄の☆は特別運行日です。本校 HP でご確認下さい。 

日 曜 土縮 給食 附属中学校 附属高等学校 SB 

1 日      

2 月  〇  高 1,2 修了写真撮影(放課後) ☆ 

3 火 土振  午前授業(土曜①～③) ☆ 

4 水  〇  
高 2 ベネッセ大学入学共通テスト
模試(①～⑦) 

 

5 木  〇 中学生会長選挙⑦ 
高 2 ベネッセ大学入学共通テスト
模試(①～⑦) 

 

6 金  〇 午前授業(金曜①～④) 
授業①②＋卒業式準備③④ 
午後予行演習(14 時～16 時) 

☆ 

7 土   休校 第 50 回卒業式(10 時～) ☆ 

8 日      

9 月  〇 中 1,2 修了写真撮影(予備日) 高 1,2 修了写真撮影(予備日)  

10 火  〇    

11 水   
建国記念の日 
新入生制服採寸 

建国記念の日  

12 木 土振 〇 土曜①～③＋木曜④～⑦ 
土曜①～③＋木曜④～⑦ 
高 2 志望理由書添削⑦ 

 

13 金  〇    

14 土 土休  土曜休業日  

15 日      

16 月   学年末考査① ☆ 

17 火   学年末考査② ☆ 

18 水   学年末考査③ ☆ 

19 木   学年末考査④ ☆ 

20 金   自宅学習(考査復習日)  

21 土 土休  土曜休業日  

22 日      

23 月   天皇誕生日  

24 火  〇    

25 水  〇  高 1 日帰り研修  

26 木  〇    

27 金 土振 〇 土曜①～③＋金曜④～⑦  

28 土 土休  土曜休業日  
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■ 学校だより ■ 

「学ぶということ」 

 教頭 座波 正和 

― きっかけは、自分の中にある ― 

 

「六十の手習い」という言葉がある。年を重

ねてから新しいことを学び始めることのたと

えとして使われるが、その言葉には「学ぶこと

に遅すぎるということはない」という意味が

込められている。人は年齢や立場に関わらず、

「必要だ」と感じたときに、いつでも学び始め

ることができるのである。 

私は最近、英語と中国語を改めて学び始め

ている。そのきっかけは、年末に訪れた台湾へ

の妻との旅行であった。ジブリで有名な「九份」

やランタン飛ばしで知られる「十份」、台北 101

などの新市街や龍山寺周辺の旧市街、その他

夜市や朝市などを見て回った。台湾はこれま

でにも何度か訪れているが、今回の滞在で強

く感じたのは、社会や街の景観の変化である。

数十年前は日本語が通じる場面も多かったが、

今回はほとんど通じなかった。若い世代は英

語、年配の方は中国語を使っており、私のカタ

コトの英語で何とかコミュニケーションを取

っていた。食事の注文や買い物といった日常

的な場面でも、言葉を使えるかどうかが、行動

の幅や選択肢に直結するという言葉の力の重

要性を改めて実感させられたのである。 

親日で知られる台湾は、この 20 年ほどで大

きな発展を遂げてきた。経済的には半導体産

業が飛躍的に発展し、世界のサプライチェー

ンにおいて極めて重要な地位を占めており、

交通インフラの整備が進み、人の移動は格段

に便利になった。街並みや人々の意識も変わ

り、社会全体が確実に前進していることを強

く感じた。また、首都にあたる台北市は人口お

よそ 250 万人を抱える大都市であり、那覇か

ら飛行機で約 1 時間という距離にある。近く

にありながら、確実に世界とつながっている

極めてアクティブな大都市である。台北の地

下鉄 MRT は、主要路線が 6 つに増え、海外観光

客も多く、活気に満ち溢れていた。その姿を目

の当たりにし、学び続けることの必要性をあ

らためて考えるようになった。 

学ぶきっかけは、誰かに与えられるもので

はない。「必要だ」と自分自身が気づいたとき

に、学びは本当の意味で始まる。私にとっては、

それが旅行という体験であった。日常の中に

も、学びにつながる出来事や気づきは数多く

存在している。しかし、それを学びへと結び付

けられるかどうかは、自分の姿勢にかかって

いる。 

学校は、皆さんがそうした「気づき」を得る

ための場である。本校では、進路指導部を中心

に「難関大ツアー」や「ふくしま学宿」、「オー

ストラリア研修」など体験ができるプログラ

ムを生徒に提供している。これらの活動は、知

識を増やすことだけを目的としたものではな

い。自分の将来を考え、学ぶ意味を見つけるた

めの大切な機会である。 

学ぶことに遅いということはない。しかし、

学び始めるきっかけは、自分で見つけるしか

ない。学校が用意しているさまざまなプログ

ラムを、その第一歩としてほしい。一つの体験

が、皆さん自身の学びを動かし、将来につなが

る確かな力になることを期待している。 
 
 
 
 
 
 

 

 

                    

台北 101前広場にて（写真提供：座波）
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☆進路指導部より☆ 

1. 必修模試（２月実施） 

学年 業者 模擬試験 方式 実施日 

高２ ベネッセ 大学入学共通テスト模試・２月(５教科) 記述 2/4(水)5(木) 

 

2. 希望制模試（２月実施） ※実施日順 

学年 業者 模擬試験 方式 実施日 受験料 申込期間 

高２ 

高１ 

河合 ①全統共通テスト 高２模試 マーク 1/31( 土 )PM 

2/1(日) 

－ 受付終了 

高１ 河合 ②第４回 全統高１模試 記述 2/1(日) － 受付終了 

高２ ﾍﾞﾈｯｾ･駿台 ③プロシードテスト 記述 2/1(日) － 受付終了 

中１ Z 会 アドバンスト 記述 2/1(日) － 受付終了 

中２ Z 会 アドバンスト 記述 2/1(日) － 受付終了 

中３ Z 会 アドバンスト 記述 2/1(日) － 受付終了 

※欠席連絡について 欠席する場合は、保護者が BLENDにて必ず連絡してください。 

 

3. 大学予約／中高在学奨学生等の募集について（12／08～ 1／07学校到着分） 

⑴ 「沖縄国際交流・人材育成財団令和８年度貸与奨学生」 

 →令和８年度高校在学生・大学在学生対象 

＊各奨学金の応募資格・応募方法・募集期間・内容などの詳細については、教室・進路指導

室横に掲示する「募集要項」or団体ＨＰに掲示する「募集要項」で確認してください。 

＊奨学金に関する質問は、生徒が直接進路指導室で訊ねて下さい。 

 

4. 20時までの居残り学習について（現高校２年生） 

 現在、進路指導部に申請をした生徒に限り、平日 20時までの居残り学習を許可しておりま

す。これまでは下校時に記名をしてもらっておりましたが、２月より進路資料室内の iPadカ

メラに QR コードをかざす方式に変更いたします。つきましては許可を受けた生徒に個別の

QRコードを配布しますので進路指導室に受け取りにきてください。 
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☆教務部より☆ 

＜次年度の教科書・副読本購入について＞ 

２月の中旬頃、次年度の教科書・副読本購入があります。後日、生徒を通じて購入リストと

コンビニ払込票を配布いたしますので、支払期限内にお支払いいただけますようお願いいた

します。支払代金については、学年や選択科目によって異なりますが、例年は新中 2～新高 2

が３～４万円程度、新高３は２万円程度となっています。詳しくは配布される購入リストを

ご確認ください。生徒が教科書・副読本を受け取るのは 3月になります。よろしくお願いい

たします。 

 

☆事務室より☆ 

◎学費の口座振替に関する情報は、BLENDの「リンク集」でご確認ください。なお、2月

10日（火）は、中３（高校入学金 100,000円）、希望制模試検定料等の口座振替がありま

す。受験については都度お子様にご確認ください。 
 

☆図書館より☆ 

蔵書点検のため、下記の期間、図書館は閉館します。 

図書館を利用する予定がある方は、事前に確認し、点検が始まる前までに必要な本の貸出

や、借りている本の返却、必要に応じて貸出期間の延長手続きをしてください。 

【蔵書点検期間】 

2026年 2月 9日（月）～2月 20日（金） 

【貸出・返却について】 

・貸出：蔵書点検期間中は、本を借りることができません。 

  （※高校 3 年生で入試に関係する資料が必要な場合は、図書館まで相談してください。） 

 ・返却：図書館入口前に設置してある返却 BOXを利用してください。 

【お願い】 

校内や校外で図書館の本を見つけた場合は、図書館まで届けてください。 

蔵書点検は、本の数や状態を確認し、よりよい学習・読書環境を整えるために行う大切な作

業です。みなさんが気持ちよく図書館を利用できるよう、ご理解とご協力をお願いします。 
 
 
 
 
 
 


